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移住者 side 

 

えひめ移住者 Special Interview！ 

 

【松野町】市毛友一郎さん・由美子さんと矢野静秀さん・千津さん 

「日本に住むなら松野で暮らしていたい」 (市毛友一郎さん) 

 

だから、私は愛媛
こ こ

にいる Vol.５ 
                    2016.Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ 
移住ってなんだろう。引越しとも転職とも、何かが少し違う。その違いは、人とのかかわりなのかもしれない。 

新しい土地に飛び込んだ人たちと話をすると、地元で暮らしをサポートした人たちの姿が見えてくる。 

同じ土地で暮らす「先輩」と「後輩」 

それぞれの視点から、移住を見てみたい。そんな思いから、移住者を尋ねて、こう聴くことにした。 

「あなたの愛媛暮らしを支え、応援してくれた人はいますか」 

 

世界一周の旅を終えた夫妻は、日本での住処を探し始

めた。自家用車に乗って、雑誌に掲載されている“メジャーな

田舎”を訪ね歩いたが、何かが違った。「一度、東京に戻っ

て計画を練り直そう」。旅を締めくくるつもりで通りかかった場

所で、初めてピンときた。 

 海から車で30分ほどの場所に広がる里山。名所である渓

谷を目にした時に、この近くに住みたいと思った。役場で移

住相談をしようと現在地を検索し、表示されたのは「愛媛県

松野町」だった。 

市毛友一郎さん(いちげ・ゆういちろう)さん、由美子

(ゆみこ)さん 

どちらも東京都出身。友一郎さんはデザイナー、由美子

さんはアーティストとして活動し、平成１８年に結婚。２人で

世界一周旅行をし、帰国後、24年7月に松野町に移

住。友一郎さんは町のデザインを多く手がけ、PR動画や

総合パンフレットも作成している。 
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■町の景色を見て抱いた期待 

 「ここなら、等身大に近い生活ができる。そんな気がしたん

です」 

デザイナーの市毛友一郎さんと由美子さん夫妻は、初め

て松野町を訪れた時の思いをこう振り返る。食べることが大

好きな夫妻が移住地に求めたのは、地元で取れた新鮮な

野菜や魚が食べられること。「東京で一番できないこと」だと

由美子さんは言う。 

 農業の盛んな里山にあり、宇和海の幸も手に入る松野

町は希望に合う場所だった。いくつかの移住候補地をめぐっ

た夫妻は、町の景色を見て「ここなら、飛び込みでも話を聞

いてもらえるんじゃないだろうか」という期待を抱いた。 

予感は的中。事前の連絡なしで訪れた松野町役場で、

担当者は「うちも移住の取り組みをやらないといけないと思

っていたんですよ」と、夫妻を迎えた。その日のうちに、町内

の空き家を紹介され、１年後の平成 24 年 7 月、東京か

ら松野に移り住んだ。 

■地方には「すき間」がいっぱいある 

満員の通勤電車に乗るサラリーマン生活から抜け出し、

「のんびり暮らしたい」(友一郎さん)と田舎を目指した。移

住してしばらくは、東京時代に付き合いのあった会社から委

託されるデザインの仕事で生活費をまかなったが、移住から

１年半が過ぎたころに転機が訪れた。 

友一郎さんが地域の伝統行事、五ツ鹿(いつしか)踊り

をモチーフにしたキャラクターをデザインし、ポストカードを作

成。フェイスブックなどで PR したところ、町の職員の目に止ま

り、26 年春に滑床渓谷で開催されたアウトドアフェスティバ

ルのポスターやチラシのデザインを任されたのだ。 

「地域の人は僕がデザイナーだということは知っていたが、

実際に作品を見せることで『こういうことができる人なのか』と

分かってもらえたと思う。自分にできることが分かっている人

にとって、地方にはすき間がいっぱいある」 

友一郎さんが言うように、デザイナーのような専門性の高

い仕事は、地方に競合が少なく、新たに手を入れることので

きる分野も多い。実際、町特産の桃の箱のリニューアルや、

道の駅の看板デザインなど、友一郎さんのもとには町からデ

ザインの依頼が次々と舞い込むようになった。 

現在では、友一郎さんがデザインをしたラッピングバスが

町内を走り、町内施設の優待券が付いた名刺は町長を始

めとした役場の全職員が使用している。仕事の大半が、松

野や愛媛に関するものだ。 

 ■地元と外部のギャップを埋める仕事 

27 年 11 月、長男の日和ちゃんが誕生した。結婚から

10 年。東京では子育てをする自信がなかったが、「この環

境なら育てられる」(由美子さん)と出産を決めた。 

初めての子育てに戸惑うことの多かった生後の１ヶ月間

を由美子さんは「東京だったら産後うつになっていたかもしれ

ない」と振り返る。だが、隣家との距離がある田舎の家で

は、子供の泣き声を気にすることなく過ごすことができた。何

より、「子供を宝のように扱ってくれる」周囲の祝福ムードに

助けられたという。 

友一郎さんは今年、町の依頼を受けて町の総合パンフ

レットの作成に乗り出した。町の地域おこし協力隊と連携

し、受け継がれる味や特産品、名所を紹介。町の PR ムー

ビーも手がけ、今後は周辺地域に対象を広げた情報誌を

自費出版したいと考えている。 

目指した「のんびり」とはほど遠い生活だが、「町が見せた

い『松野』と外の人が見たい『松野』のギャップを埋めることが

できる」と移住者ならではの仕事にやりがいを感じている。 

松野に移り住んで５年半。「海外にも住んでみたいし、

もう一度、旅行もしたい」と友一郎さんは言う。まだ、自分た

ちの将来を決めることはできないが、ひとつだけ断言できるこ

とがある。「今は、日本に住むなら松野で暮らしていたい」 

 

 

市毛友一郎さんと由美子さん、間もなく１歳になる長男の日和ちゃ

ん。背後にある道の駅の特産品売り場のロゴマークは友一郎さんが

デザインしたもの。 
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■松野のお母さん 

 「バイキングの調理に参加して、一気に世界が広がっ

た。町のいろいろなところに70歳を越えた友達ができた」 

 由美子さんはこう言って笑う。そして、バイキング以外

でも交流の深い千津さんのことは「お母さんに世話を焼

いてもらっている気持ち」だという。 

 町の女性たちは由美子さんの憧れでもある。 

  「松野の女性はすごいんです。味噌もこんにゃくも手

作りするんです。自分で作ったお米であられを作って、自

家製のあんこでおまんじゅうも作ってしまう」 

 自身も移住を機に家庭菜園にチャレンジしたが、「おす

そ分けでおいしい野菜や果物をもらうことが多い」ため、

現在は“休園中”だ。 

 この日も取材を終えたころあいで、千津さんが「帰りに

イチジクと梨を持って帰ってね」と声をかけた。自宅隣の

畑にまわると、静秀さんとともに食べごろのイチジクや梨を

ひとつひとつもぎ取って手渡してくれる。 

市毛さん夫妻の長男、日和ちゃんは地元で採れた新

鮮な果物や野菜を食べ、地域の人たちの愛情を受けて

すくすくと成長している。 

  

 

■自身も U ターン 地域に助けられ 

 「農業もやらんと、どうやって生活するんやろか」 

 都会から30歳代の夫婦が移住してくると聞いたとき、松

野町の桃農家、矢野千津さんの胸に小さな疑問が生ま

れた。若い人が増えることは嬉しいが、目だった産業や就

労場所のない町で、移住者夫婦がどのように生計を立て

るのかが不思議でならなかった。 

直接、町の移住促進に携わっているわけではない。た

だ、全国的に移住が盛んになり、松野町に移り住む人が

増えるようになると「余計な心配かもしれない」と思いなが

らも「どんな協力をすれば、移住した人が町で生活できる

のか」を考えるようになった。 

自身も U ターン者。大学進学を機に上京し、卒業後

は名古屋で暮らした。夫、静秀さんの定年を機に松野に

戻り、実家の桃畑を引き継いだが、農業経験がないため

苦戦した。近所に住む人に桃の育て方を教わり、折に触

れて地元農協のサポートを受けた。 

「困っている人を周囲が助ける。松野はそういう社会な

んだと思う」から、千津さんも移住者に手を差し伸べたくな

るのかもしれない。 

■若者・ばか者・よそ者のセンスを歓迎 

うわさに聞いていた東京からの移住者、市毛友一郎さ

ん、由美子さん夫妻と接する機会は意外と早く訪れた。

町の特産品などを開発する住民グループの講習会。料理

が好きな由美子さんは、講習会を機に道の駅で提供する

バイキングの調理に携わるようになった。 

10 人程度の調理グループには町の“ベテラン”が顔をそ

ろえ、50 歳代でも若手として扱われるという。千津さんは

地元のなまりが聞き取れず苦戦する由美子さんの“通訳”

として、活動をサポートしたが、言葉の壁が取り払われる

と、後はスムースだった。 

「東京から来たんだけど、都会の風が全然ない。百戦

錬磨の女性たちのなかに、スッと入ってきた」 

千津さんがこう振り返るように、由美子さんはグループに

自然に溶け込んだ。同年代の仲間同士では対抗心を燃

やす女性たちも、若い由美子さんが提案する盛り付けや

調理のアイデアを「勉強になるね」と素直に受け入れた。 

由美子さんのキャラクターもあるが、自身も I ターン者で

ある静秀さんが「新しいセンスが入ることを喜ぶ地域。“若

者・ばか者・よそ者”の動きにブレーキをかける人がいない」

と評する松野の地域性も追い風になった。 

 

 
地元 side 

矢野静秀さん(右)千津さん(左)夫妻と市毛友一郎さんと由美子さ

ん(中央)。市毛さんの長男、日和ちゃんは矢野さんが栽培する新

鮮な野菜や果物を食べて育っている 

 

矢野静秀(やの・しずひで)さん=愛知県出身、千

津(ちづ)さん=松野町出身 

愛知県で出会い結婚。静秀さんの定年を機に平成

13年、千津さんの出身地である松野町に移住。町特

産の桃を栽培する傍ら、千津さんは町の生活研究協

議会のメンバーとして特産品開発や道の駅でのバイ

キング提供などに携わる。 
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松野町 

 愛媛県の南予地方にあり、高知県と接している。四万十川の支流の一つである広

見川の中流域に位置し、森林が全面積の 84％を占める「森の国」。町内には清流で

知られる滑床渓谷があり、夏場を中心に観光客でにぎわう。最近では、渓谷の岩場

を滑り降りるキャニオニングも盛んに行われている。 

 平成の大合併で合併協議会から離脱。県内で人口が一番少ない自治体となった。 

市毛さんが経営するデザイン会社、メルカ

ドデザインが製作した松野町総合パンフレ

ット「まつの日和」の第一号(上)と町の PR

ムービーのオープニング画面(下)。 

まつの日和は不定期で今後も発行される

予定。 

 

【問い合わせ】 

メルカドデザインホームページ 

http://mercado-d.com/ 

 (ホームページ内の contactより問い合わせ

が可能) 

 

http://mercado-d.com/

